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8 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　浜坂中学校相撲部が、７月 29 日、姫路市で行われた第 63 回兵庫県中学校相撲競技大会の団体
戦（三人制）で見事、優勝を果たしました。大会では、予選の３試合を全勝し、出場９校中１位
で決勝トーナメントに進み、決勝まで無敗で勝ち進みました。決勝戦は、中播の網干中学校と対
戦し、２対１で競り勝ち、６月に行われた県中学生相撲選手権大会優勝に続く２大会連続優勝と
いう成績を収めました。
　８月 18 日、19 日に両国国技館（東京都）で開催される第 42 回全国中学校相撲選手権大会へ
の出場が決定し、部員３人は連日けいこに励んでいます。浜中相撲部の応援をよろしくお願いし
ます！
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町政のうごきから

に
向
け
て
、
燃
え
る
ご
み
の
う
ち
①
水

切
り
の
徹
底
や
生
ご
み
処
理
機
の
活
用

に
よ
る
減
量
化
・
資
源
化
、
②
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
に
よ
る
ビ

ニ
ー
ル
類
の
資
源
化
、
③
紙
類
の
一
層

の
分
別
を
進
め
る
こ
と
で
の
排
出
抑
制

と
資
源
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
策
定
と
併
せ
て
、
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
に
よ
り
住
民
と
行

政
の
参
画
と
協
働
を
進
め
る
た
め
「
新

温
泉
町
ご
み
減
量
実
践
行
動
計
画
」
を

策
定
し
て
お
り
、
住
民
・
事
業
所
・
行

政
の
役
割
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

行
政
か
ら
は
、
住
民
・
事
業
者
の
５

Ｒ
（Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
：
繰
り
返
し

使
う
）、Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
減

ら
す
）、Reform

（
リ
フ
ォ
ー
ム
：
再

生
）、Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資

源
化
）、Refuse

（
リ
フ
ュ
ー
ズ
：
断
る
）

の
積
極
的
な
推
進
の
た
め
、
啓
発
や
仕

組
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
新
し
い
分
別
区
分
と
し
て
10

月
か
ら
実
施
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
の
見
分
け
方
や
分
別
の
方
法

と
、
現
行
の
「
そ
の
他
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
」を
、①「
そ
の
他
ビ
ン
」（
無
色
・

茶
色
ビ
ン
以
外
の
飲
食
用
の
壊
れ
て
い

な
い
ビ
ン
）、
②
「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
」

に
分
別
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

◇ 
第
１
部 

◇

◆
第
１
部
で
は
、
ま
ず
初
め
に
「
町
の

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
実
践
」
と

題
し
て
、
中
村
町
民
課
長
が
、
本
町
の

ご
み
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
ま
と

め
た
「
新
温
泉
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
改
訂
版
）」（
基
本
計
画
）
が

求
め
る
新
た
な
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
実
践
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

～
循
環
型
社
会
の
形
成
で
自
然
と
環
境
を
大
切
に
～

新
温
泉
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

環
境
に
対
す
る
取
組
の
紹
介
や
基
調
講
演
を
と
お
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
に
対
す
る
意
識

の
更
な
る
醸
成
を
図
る
た
め
、
７
月
21
日
、
夢
ホ
ー
ル
に
お
い
て
地
域
住
民
約
２
０
０
人
の
参
加
に

よ
り
「
新
温
泉
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
本
年
度
の
環
境
へ
の
取
組
に
つ
い
て
「
新
温
泉
町
ご
み
元
年
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
住

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
の
排
出
抑
制
、
減
量
化
、
資
源
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
域
住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
更
な
る
発
展
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

◆
続
い
て
、

「
北
但
ご
み

処
理
施
設
整

備
事
業
の
概

要
に
つ
い

　

ご
み
の
減

量
化
目
標
に

つ
い
て
は
、

平
成
38
年
度

に
は
平
成
23

て
」
と
題
し
て
、
北
但
行
政
事
務
組
合

の
谷
敏
明
事
務
局
長
が
、
平
成
28
年
度

供
用
開
始
予
定
で
豊
岡
市
に
整
備
を
進

め
て
い
る
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事

業
の
事
業
経
過
、
ご
み
処
理
や
事
業
の

運
営
方
式
、
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
豊
岡
市
、
香
美
町
、

新
温
泉
町
の
１
市
２
町
が
共
同
で
ご

み
・
汚
泥
処
理
施
設
を
建
設
・
運
営
す

年
度
実
績
と
比
べ
て
約
14
％
の
減
量
化

を
目
標
に
し
て
お
り
、
こ
の
目
標
達
成 中村町民課長

谷敏明事務局長
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町政のうごきから
る
も
の
で
、
広
域
処
理
が
必
要
な
理
由

と
し
て
、
①
８
０
０
℃
以
上
の
24
時
間

連
続
運
転
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

発
生
抑
制
（
現
行
、
新
温
泉
町
は
８

時
間
運
転
）、
②
熱
回
収
率
向
上
に
よ

る
発
電
（
新
施
設
で
の
年
間
発
電
量
は

一
般
家
庭
約
５
０
０
０
世
帯
の
消
費
電

力
に
相
当
。
併
せ
て
約
32
％
の
Ｃ
O2

削

減
）、
③
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
（
建
設
費
、

収
集
運
搬
費
、
維
持
管
理
・
運
営
費
合

わ
せ
て
20
年
間
で
約
38
億
円
〈
新
温
泉

町
は
約
７
億
２
０
０
０
万
円
〉の
縮
減
）

が
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
方
式
は
、
廃
棄
物
の
無
害

安
定
化
・
減
容
化
が
安
定
的
に
図
れ
、

最
も
実
績
が
多
い
「
焼
却
処
理
」（
ス

ト
ー
カ
式
）
に
決
定
し
て
い
る
こ
と

や
、
36
・
６
㌶
の
事
業
用
地
に
つ
い
て

は
、「
環
境
学
習
と
地
域
交
流
が
で
き

る
新
し
い
環
境
の
創
造
」
を
基
本
理
念

に
、
単
な
る
ご
み
処
理
施
設
に
と
ど
ま

ら
ず
、
環
境
学
習
が
で
き
る
拠
点
施
設

と
し
て
も
整
備
し
て
い
く
こ
と
、
ば
い

じ
ん
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
排
ガ

ス
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る
基
準
よ

り
も
更
に
厳
し
い
自
主
基
準
を
設
け
、

住
民
に
情
報
公
開
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
方
式
は
、
民
間
の
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
事
業
の
効
率
化
、
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
「
公
設
民
営
方
式
」
と
し

て
お
り
、
現
在
の
工
事
の
進
捗
状
況
は

全
体
の
５
％
。
同
組
合
は
出
前
講
座
を

開
設
し
て
お
り
、
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
れ
ば
出
向
い
て
詳
し
い
説
明
を

行
う
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇ 

第
２
部 

◇

◆
ま
た
、「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
取
組

み
」
と
題
し
て
、
廃
食
油
か
ら
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
精
製
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協

◇ 

環
境
展
示 

◇

　

夢
ホ
ー
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、

町
内
小
学
校
や
浜
坂
地
域
く
ら
し
の

会
、
み
か
た
Ｅ

Ｃ
Ｏ
協
議
会
の

環
境
に
関
す
る

取
組
の
展
示
を

行
い
、
参
加
者

に
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
会
」
の
吉

田
仁
司
会
長

か
ら
実
践
発

表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
の
寺
嶋
均
会
長
に
「
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
適
正
処
理
」
と
題
し
て
、
廃
棄

物
の
定
義
や
限
り
あ
る
資
源
問
題
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
本
質
、
ご
み
処
理
・
資
源

化
の
技
術
な
ど
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寺
嶋
会
長
は
、「
日
本
は
資
源
が
な

い
国
で
あ
り
、
地
球
上
の
資
源
も
先
が

見
え
て
い
る
。地
球
温
暖
化
を
防
ぐ「
低

炭
素
社
会
」、
資
源
に
な
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
「
循
環
型
社
会
」、
自

然
を
な
る
べ
く
壊
さ
な
い
「
自
然
共
生

社
会
」
の
３
本
柱
で
、
環
境
共
生
型
社

会
と
い
う
国
家
目
標
を
立
て
、
日
本
ら

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
確
立
で
き
れ

ば
、
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
国

に
な
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
基
調
講
演

は
、
一
般
社

団
法
人
廃
棄

物
処
理
施
設

技
術
管
理
協

◆
第
２
部
で
は
、「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
そ
の
他
ビ
ン
の
出

し
方
」
と
題
し
て
、
温

泉
地
域
消
費
者
の
会
の

会
員
４
名
に
よ
る
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
寸
劇

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺嶋均会長

温泉地域消費者の会による寸劇吉田仁司会長環境展示

ご
み
分
別
住
民
説
明
会
の

　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
の
、
ご
み
の
分
別
区
分
変

更
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
説
明

会
は
、
地
区
・
町
内
会
の
代
表
者
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
が
、要
望
が
あ
れ
ば
、

別
途
、
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
の
分
別
区
分
変
更
に
向
け

て
、
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

開催日 時　　間 会　　場 対　象

8月28日
（火）

午前10時～ 11時30分 県立但馬牧場公園 照来小学校区

午後1時30分～ 3時 夢ホール 温泉小学校区
（八田地区除く）

8月30日
（木）

午前10時～ 11時30分 諸寄基幹集落
センター　会議室 浜坂西小学校区

午後1時30分～ 3時 八田コミュニティ
センター

温泉小学校区
（八田地区）

8月31日
（金）

午前10時～ 11時30分 浜坂多目的集会施設
　ホール 浜坂北小学校区

午後1時30分～ 3時 浜坂東小学校
　多目的室

浜 坂 東・ 南 小 学
校区
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第
２
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

　

女
性
も
男
性
も
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
平
成

24
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
」
を
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

総
務
課　

人
権
推
進
室
（
文
化
会
館
内
）　

℡
82
‐
３
３
２
８

《
策
定
の
経
緯
》

　

本
町
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
策
定

し
た
「
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会

プ
ラ
ン
」（
第
１
次
プ
ラ
ン
）
が
平
成

23
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
学
識
経
験
者
や
町
内
関
係
団
体
・

機
関
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成
す

る
、
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ

ラ
ン
推
進
委
員
会（
中
村
美
幸
委
員
長
、

委
員
10
人
）
を
設
置
し
て
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
６
月
２

日
に
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、
第
１

次
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
同
年
11
月
に
は
、
町
民
の
意

識
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
後
、
計
６
回

の
委
員
会
に
よ
り
第
２
次
男
女
共
同
参

画
社
会
プ
ラ
ン
（
第
２
次
プ
ラ
ン
）
に

つ
い
て
、
国
・
県
の
動
向
や
、
町
民
の

意
識
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
て
審
議
を

重
ね
、
第
２
次
プ
ラ
ン
（
案
）
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
男
女
共
同
参
画
週
間
の

最
終
日
に
、
同
委
員
会
の
中
村
委
員
長

か
ら
岡
本
町
長
に
第
２
次
プ
ラ
ン（
案
）

の
報
告
が
あ
り
、
中
村
委
員
長
は
「
プ

ラ
ン
を
着
実
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い

う
委
員
全
員
の
思
い
を
伝
え
た
い
。」

と
述
べ
、
岡
本
町
長
は
「
立
派
な
プ
ラ

ン
を
報
告
い
た
だ
い
た
。
実
施
に
向
け

努
力
し
た
い
。」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
こ
の
第
２
次
プ
ラ
ン
（
案
）

に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
次
新
温
泉

町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。　

め
、数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

《
基
本
理
念
》

共
生　

男
女
を
は
じ
め
、
子
ど
も
・
高

齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
等
を
含
め

た
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
人
権

の
尊
重
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
立
・
自
律　

男
女
が
共
に
精
神
的
・

生
活
的
・
経
済
的
自
立
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
多
様
な
選
択
に
よ
る
責
任

を
果
た
す
な
ど
、
自
立
性
を
も
っ
た

意
識
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

協
働
・
共
同　

男
女
が
共
に
自
己
を
確

立
し
、
お
互
い
の
認
識
と
理
解
の
上

に
立
っ
て
、
共
通
の
目
標
・
目
的
を

も
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

健
康　

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
健
康

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

《
計
画
の
基
本
目
標
》

1
人
権
を
尊
重
し
た
男
女
共
同
参
画
へ

の
意
識
づ
く
り

2
男
女
が
お
互
い
の
意
見
を
反
映
し
活

躍
で
き
る
状
況
の
実
現

3
仕
事
・
生
活
を
地
域
で
支
え
合
う
調

和
の
と
れ
た
社
会
づ
く
り

4
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
の
取
組

5
み
ん
な
で
プ
ラ
ン
を
進
め
る

《
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
「
新
温
泉
町
民
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
調
査
」
の
実
施

町
民
の
課
題
・
意
識
を
把
握
し
施
策

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
町
民
の
意
見
を
プ
ラ
ン
に
反
映

町
民
の
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

③
重
点
施
策
「
い
き
い
き
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
定

意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
町
民
と

町
が
一
体
と
な
っ
て
優
先
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
業
を
設
定
し
ま
し
た
。

④
基
本
目
標
４
を「
新
温
泉
町
配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
対
策
基
本

計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」で
、

策
定
が
努
力
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
、
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
計
画
と
し

て
も
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

⑤
基
本
目
標
に
18
の
数
値
目
標
を
設
定

プ
ラ
ン
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た

町長に第２次プラン案の報告を行う中村委員長
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環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、廃
食
油
を
回
収
し
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
を
精
製
す
る

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
み
か
た
Ｅ

Ｃ
Ｏ
協
議
会
」（
吉
田
仁
司
会
長
）か
ら
、

７
月
６
日
、
町
内
８
小
中
学
校
に
扇
風

機
20
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

設
定
も
お
願
い
し
た
い
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
町
長
は
、「
学
習
の
現
場

で
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
昨
年
度
、
廃
食
油
を

約
３
万
６
０
０
０
㍑
回
収
し
て
、
精

製
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
12
台
の
車
両
で
約

２
万
６
０
０
０
㍑
使
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
約
68
㌧

削
減
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
廃
食
油
は
、
本

町
や
香
美
町
の
事
業
所
を
中
心
に
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭
か
ら

の
回
収
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

資
源
回
収
や
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

廃
油
回
収
の
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、

節
電
効
果
を
高
め
環
境
に
や
さ
し
い
町

づ
く
り
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
扇

風
機
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
、
吉
田
会
長
は
「
環

境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
協

力
い
た
だ
き
た
い
。
環
境
学
習
の
場
の

◆
今
後
の
予
定

　
　

現
在
、
竹
田
浄
水
場
か
ら
配
水
し

て
い
る
下
流
域
地
区
（
竹
田
、井
土
、

今
岡
金
屋
）
に
つ
い
て
も
、
従
来
ど

お
り
花
口
配
水
池
か
ら
配
水
で
き
る

よ
う
平
成
25
年
度
に
整
備
を
行
い
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
供
給

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

上
下
水
道
課　

施
設
係　

　

℡
92
‐
１
１
３
１

◆
給
水
地
区

　

あ
さ
ひ
ヶ
丘
、
千
原
、
鐘
尾
、
千
谷
、

宮
脇
、
内
山
、
越
坂
、
前
、
石
橋
、

田
中
、
岸
田

　

花
口
水
源
地
の
濁
り
に
よ
り
、水
源
地
の
応
急
整
備
と
と
も
に
建
設
し
て
い
た「
花

口
浄
水
池
ろ
過
施
設
」
が
、
７
月
２
日
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

花
口
浄
水
池
ろ
過
施
設
の
供
用
開
始
に
つ
い
て

〝
節
電
の
夏
〟
み
か
た
Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
協
議
会
か
ら

町
内
小
中
学
校
に
扇
風
機
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

＜  施  設  概  要  ＞
施　設 内　　　容

ろ  過  機

型式：逆洗水保有式鋼板製自動サイフォン式
　　　　　　　　　　　　　　重力ろ過機（急速ろ過方式）
形状：φ 2700㎜×Ｈ 4520㎜　　基数：１基
ろ過面積：5.65㎡　　　　　　　 ろ過速度：115 ｍ / 日
日最大浄水量：650㎥ / 日

原  水  槽 材質：ステンレス製　　形状：3056㎜× 3106㎜× 2504㎜
容量：22.5㎥

付帯設備 ろ過ポンプ：２基
薬品注入設備

廃
食
油
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
回
収
方
法　

食
用
油
に
限
り
ま
す
。
こ

し
て
カ
ス
を
取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ふ
た
が
閉
ま
る
容
器
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
場
所　

清
美
社
、
湯
村
炊
飯
セ
ン

タ
ー
、
ナ
カ
ケ
ー
湯
村
店
・
白
川
店
、

ジ
ャ
ン
ボ
西
村
、
夢
ホ
ー
ル
地
下
、
ゆ

め
っ
こ
ラ
ン
ド（
新
規
）

▼
問
合
せ  

同
協
議
会  

℡
92
‐
２
５
８
２

　
（
湯
村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
内　

吉
田
会
長
）
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接
続
機
器

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
を
搭
載
し
、
Ｗ
ｅ

ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
機
能
を
有
す
る
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
な
ど
。

　
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
設
置
場
所

　
「
役
場
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
」、「
ま

ち
歩
き
案
内
所
（
浜
坂
駅
前
）」
の
２

か
所
で
す
。
施
設
の
開
館
時
間
中
で
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
接
続
方
法

①
接
続
機
器
の
無
線
機
能
を
Ｏ
Ｎ
に
し

て
、
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
」

を
選
択
す
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す

る
。

③
メ
ー
ル
認
証
の
画
面
が
表
示
さ
れ
る

の
で
、
手
続
き
を
行
い
パ
ス
ワ
ー
ド

を
取
得
す
る
。

④
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
取
得
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
お
願
い

・
施
設
に
備
え
付
け
て
い
る
「
新
温
泉

町
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
利
用
規
約
」
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
承
認
い
た
だ
け
る

場
合
の
み
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
試
験
運
用
中
の
た
め
予
告
な

く
サ
ー
ビ
ス
を
変
更
、
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
施
設
に
備
付
け
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
は

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗワ

イⅰ
‐
Ｆフ
ァ
イｉ
）
機
能

の
あ
る
通
信
機
器
を
使
っ
て
、
自
由
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。「
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
協
議
会
」
が

提
唱
す
る
全
国
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
設

置
者
が
管
理
・
運
営
を
行
い
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
で
の
環
境
整
備
を
提
供
す
る

も
の
で
、
他
の
通
信
会
社
が
運
営
し
て

い
る
も
の
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
無
料
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
町
内
に
整
備
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
等

を
活
用
し
、
役
場
本
庁
舎
と
ま
ち
歩
き
案

内
所
に
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
を
設
置
し
ま

し
た
。
※
上
記
の
写
真
は
「
ま
ち
歩
き
案
内
所
」

　
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
対
応
機
器
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
ま
す
。

町
内
２
か
所
に

　
　
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
開
設

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

図
書
検
索
・
予
約
サ
ー
ビ
ス

　
７
月
か
ら
、
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

図
書
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
か
ら
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム

に
、
新
刊
・
新
着
本
の
検
索
機
能
を
追

加
し
て
い
ま
す
。

●
こ
ん
な
と
き
に
便
利
で
す

▫
人
気
の
新
刊
・
新
着
本
を
い
ち
早
く

検
索
し
、
予
約
で
き
ま
す
。

▫
貸
出
中
の
本
で
も
、
家
庭
な
ど
か
ら

予
約
で
き
ま
す
。
返
却
さ
れ
し
だ
い
、

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
図
書
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
登
録
が
必
要
で
す

　
　
利
用
者
カ
ー
ド
・
本
人
確
認
の
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

を
持
参
し
、
図
書
館
で
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。「
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
本
登
録

を
し
て
い
だ
き
ま
す
。

※
図
書
検
索
は
登
録
を
し
な
く
て
も
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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本
町
で
は
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
本
年
３
月
に
「
新
温
泉
町
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
導
入
助
成
金
、
町
の
取
組
な
ど

に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　

　

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
が
募
集
し
て
い
る
補

助
金
の
申
請
件
数
は
、
８
月
１
日

現
在
で
14
件
で
す
。
予
算
残
額
は

１
５
０
万
７
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
の
で
、
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
５
万
円
（
上
限
20
万
円
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
24
年
12
月
28
日
ま
で

▼
参
考
（
平
成
24
年
度
申
請
実
績
）

▫
平
均
設
置
出
力　

４
・
94
キ
ロ
ワ
ッ

ト
（
増
設
申
請
を
除
く
）

▫
平
均
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
の
設
置
経

費　

53
・
５
万
円
（
税
込
）

【
例
】
太
陽
電
池
出
力
4
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
場
合
、
最

大
で
国
補
助
金
14
万
円
（
シ
ス
テ
ム

対
象
経
費
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

47
・
５
万
円
以
下
の
場
合
）
と
町
補

助
金
20
万
円
の
合
計
34
万
円
の
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
参
考
の
平
均
設
置
経
費
を
基
に
計
算

し
た
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

余
っ
た
電
気
は
売
電
で
き
ま
す

売
電
単
価
は
今
年
が
有
利

　

太
陽
光
発
電
で
余
剰
電
力
が
発
生
し

た
場
合
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
42

円
で
電
力
会
社
が
買
い
取
り
ま
す
（
電

力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
結
ん
で
い

る
こ
と
が
前
提
）。
こ
の
買
取
価
格
は
、

売
電
開
始
か
ら
10
年
間
は
同
じ
価
格
で

固
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
買
取
価
格
は
年
に
一
度
見
直

し
が
な
さ
れ
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

本
年
は
、
今
後
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
を
図
る
た
め
、
設
置
者
に
有
利
な
価

格
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

   

＊ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
め
ざ
し 

＊

      
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

実
現
に
向
け
て 

①

飯
野
自
主
防
災
会
に　

　

防
災
資
器
材
を
整
備

　

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
を
行
っ
て
い
る
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
得
て
、
飯
野
自

主
防
災
会
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
発
電
機
な

ど
の
防
災
資
器
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
器
材
は
、
災
害
発
生
に

備
え
、
飯
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

防災資器材

太陽電池出力４キロワットの
　システムを設置した場合の参考数値
①設置経費
　4kw×53.5万円（※）＝214万円
②補助金額
　国 12 万円＋町 20 万円＝ 32 万円
③補助金額を除いた正味の自己負担額
　① 214 万円－② 32 万円＝ 182 万円
※本年度実績を基に算出した平均キロ
ワットあたり設置経費（参考数値）
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立
等
の
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
い
ま

し
た
。

　

試
食
の
献
立
は
、
20
日
は
、
多
種
類

の
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ

た
「
鶏
五
目
ご
は
ん
、
ホ
ッ
ケ
の
塩
焼

き
、
じ
ゃ
こ
ピ
ー
マ
ン
、
わ
か
た
ま
み

そ
汁
、
り
ん
ご
、
牛
乳
」、
23
日
は
、

児
童
生
徒
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
キ
ム
チ

ご
は
ん
、
鶏
の
レ
モ
ン
漬
け
、
ピ
リ
辛

き
ゅ
う
り
、
三
尾
産
わ
か
め
ス
ー
プ
、

り
ん
ご
、
牛
乳
」
の
ほ
か
、
地
場
産
物

を
多
く
活
用
し
た
献
立
が
並
び
、
参
加

者
は
、
児
童
生
徒
が
実
際
に
口
に
し
て

い
る
学
校
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

23
日
に
参
加
し
た
中
学
生
の
保
護
者

は
、「
説
明
を
聞
い
て
、
丁
寧
に
作
っ

て
い
る
と
感
じ
た
。
薄
味
の
も
の
も

あ
っ
た
が
お
い
し
か
っ
た
。
レ
シ
ピ
を

見
て
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
１
３
９
７

　

試
食
会
で
は
、
試
食
に
先
立
っ
て
、

所
長
が
、
基
本
食
数
や
配
送
方
法
な
ど

浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
の
説

明
を
行
い
、
続
い
て
栄
養
教
諭
が
、
学

校
給
食
の
目
標
や
食
育
に
つ
い
て
、
ま

た
、
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
を
使
っ
て
給
食

セ
ン
タ
ー
の
一
日
の
業
務
や
衛
生
管

理
、
大
量
調
理
の
特
徴
な
ど
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
行
事
食
献

　

学
校
給
食
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
目
的
で
、

町
民
を
対
象
に
し
た
学
校
給
食
試
食
会
を
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
７
月
20
日
、
23
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

計
74
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

   

学
校
給
食
は
食
育
に
つ
な
が
る〝
生
き
た
教
材
〟

学
校
給
食
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度（
老
人
医
療
、

障
害
者
医
療
、
乳
幼
児
等
医
療
、
母
子

家
庭
等
医
療
）
と
は
、
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
を
対
象
に
、
県
と
町
が
医

療
保
険
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
対
象
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

県
外
で
受
診
し
た
場
合

　

受
給
者
証
は
県
内
の
医
療
機
関
で
し

か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

県
外
で
受
診
し
た
場
合
に
福
祉
医
療
費

の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
役
場
ま
た
は

総
合
支
所
の
窓
口
で
医
療
費
支
給
申
請

（
支
給
申
請
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
中
学
生
の
入
院
費
は
「
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
」で
助
成
さ
れ
ま
す
が
、

受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
た
め
県
内

の
医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
で
も

支
給
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
県
内
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
に
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。（
役
場
等
へ
の
支
給
申

請
は
不
要
で
す
。）

県
外
受
診
・
支
給
申
請
の
流
れ

―
問
合
せ
―　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２

◆
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

　

県
外
で
は
受
給
者
証
が
使
用
で
き
な

い
た
め
、
加
入
の
医
療
保
険
の
負
担
割

合
で
医
療
費
を
支
払
い
。

◆
支
給
申
請
手
続

　

本
人
名
義
の
通
帳
、
印
鑑
、
受
給
者

証
、
健
康
保
険
証
、
領
収
書
（
保
険
点

数
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
を
持
参
し
、

役
場
ま
た
は
総
合
支
所
で
支
給
申
請

※
高
額
医
療
の
該
当
に
な
る
場
合
は
、

高
額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
の
振
込
み

　

申
請
日
の
翌
月
25
日
（
25
日
が
休
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
に
申
請
口
座
へ

助
成
金
を
振
込
み
。

※
高
額
療
養
費
等
の
申
請
が
必
要
な
場

合
は
、
支
払
日
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

県
外
受
診
に
か
か
る
福
祉
医
療
費
の
支
給
申
請

ご
存
知
で
す
か
？
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検 診 予 防 種接お せら知 ●

　

平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
注
射
）
が
定
期
接
種

に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者　

生
後
３
月
～
90
月
で
次
に

該
当
す
る
方

①
経
口
生
ワ
ク
チ
ン
０
回
接
種
者

②
経
口
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
の
み
接
種
者

③
経
口
生
ワ
ク
チ
ン
と
任
意
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
接
種
合
計
４
回
未
満
の
者

＊
経
口
生
ワ
ク
チ
ン
が
２
回
済
ん
で
い
る

方
は
、
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
接
種
回
数

○
１
期
初
回

　

20
日
か
ら
56
日
ま
で
の
間
隔
で
、
経

口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
合
計
３
回

○
１
期
追
加

　

１
期
初
回
終
了
後
12
月
～
18
月
の
間

隔
で
１
回

＊
追
加
接
種
に
あ
た
る
４
回
目
に
つ
い

て
は
、定
期
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
有
効
性
・
安
全
性
が
確
認
さ

れ
、
定
期
接
種
と
し
て
導
入
さ
れ
て

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
対
象
者
に
は
、
８
月
下
旬
に
予
防
接

種
の
受
け
方
及
び
予
診
票
を
お
届
け

し
ま
す
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
が

　
　

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　◆対象　　　　和暦の偶数年生まれの方　（例：昭和 42 年、44 年生まれ）
　　　　　　　　※平成 19 年度から受診間隔をとりやすくするため、2 年に 1 度の受診になりました。
　　　　　　　　※乳がん検診は予約制で、定員に達しています。
　　　　　　　　※子宮がん検診は、当日申込みができます。
　◆検診日程

地域 月　日
検 診 内 容

会　場 受 付 時 間
乳がん 子宮がん

浜
坂
地
域

８月２８日（火） ○ ○

浜坂多目的集会施設

12：00 ～ 14：15

８月２９日（水） ○ ○
８月３０日（木） ○
９月２７日（木） ○
９月２８日（金） ○ ○

温
泉
地
域

１０月１５日（月） ○ ○
保健福祉センター
　　　　すこやか～に

１０月２５日（木） ○ ○
１０月２６日（金） ○
１１月　９日（金） ○ ○

料　　金

40 歳代 2,000 円
　（2 方向撮影）
50 歳以上 1,400 円
　（1 方向撮影）

1,500 円
（子宮頸部　

組織検査）

※下記の節目年齢に該当の方で申込みをした方
は、クーポン券をお持ちください。

　（申込みをしていない方は、ご相談ください。）

　※節目年齢について

  乳がん・子宮がん検診   発症率が増加しています。早期発見が大切！

－問合せ－　健康課  健康推進係（すこやか～に内）℡ 99-2940

　下記の日程で乳がん検診（視触診・マンモグラフィ）・子宮がん検診を実施します。
　近年、乳がん、子宮がんは増加しつつあるがんのひとつであり、早期発見が大変重要となります。
検診を受診し、健康チェックをしましょう。

乳がん検診 子宮がん検診
S46.4.2 ～ S47.4.1生（40歳）、S41.4.2 ～ S42.4.1生（45歳）、
S36.4.2 ～ S37.4.1生（50歳）、S31.4.2 ～ S32.4.1生（55歳）、
S26.4.2 ～ S27.4.1生（60歳）

H  3.4.2 ～ H 4.4.1生（20歳）、S61.4.2 ～ S62.4.1生（25歳）、
S56.4.2 ～ S57.4.1生（30歳）、S51.4.2 ～ S52.4.1生（35歳）、
S46.4.2 ～ S47.4.1生（40歳）



10広報しんおんせん（8月号）

H24（2012）.8.9

町政のうごきから

山
元
町
で
の
配
属
先
と

業
務
内
容

　

山
元
町
で
は
、
震
災
復
興
企
画
課
事

業
計
画
調
整
室
に
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

住
宅
を
失
っ
た
住
民
の
皆
さ
ん
が
入

居
す
る
住
宅
団
地
を
作
る
た
め
、
財
源

の
工
面
、
農
地
転
用
、
住
宅
の
面
積
や

区
画
数
の
決
定
、
商
店
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
公
共
施
設
の
立
地
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。
約
56
㌶
の
新
市
街
地
整
備
に

数
百
億
円
を
要
す
る
事
業
で
す
。
住
み

心
地
の
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
と
同
時

に
、
町
が
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
、
さ

私
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
　
　
　

総
務
課
係
長　

福
井
崇
弘

　

安
心
な
暮
ら
し
が
一
日
で
も
早
く
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
山
元
町
の
住
民
や
職

員
の
皆
さ
ん
と
一

体
と
な
っ
て
全
力

で
取
り
組
み
、
そ

の
経
験
を
で
き
る

だ
け
多
く
持
ち

帰
っ
て
、
新
温
泉

町
の
た
め
に
も
役

立
て
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ら
に
被
災
者
が
一
日
で
も
早
く
入
居
で

き
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

ん
な
職
場
で
す

　

私
が
所
属
す
る
事
業
計
画
調
整
室
は

職
員
８
名
の
組
織
で
す
が
、
そ
の
う
ち

札
幌
市
４
名
、神
奈
川
県
鎌
倉
市
１
名
、

新
温
泉
町
１
名
で
、
地
元
の
職
員
は
２

名
だ
け
で
す
。
周
り
の
部
署
も
似
た
よ

う
な
職
員
構
成
で
す
。
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
宮
崎
県
ま
で
、
全
国
津
々
浦
々

か
ら
志
願
し
て
集
ま
っ
た
職
員
が
中
心

に
な
っ
て
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
庁
舎
を

事
務
所
と
し
て
復
興
業
務
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

５
月
の
連
休
明
け
に
、
帰
省
し
て
い

た
職
員
各
々
が
土
産
を
持
ち
寄
る
と
、

机
の
上
は
全
国
の
物
産
展
の
よ
う
に
賑

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
行
っ
た
こ

と
も
見
た
こ
と
も
な
い
、
い
ろ
ん
な
町

の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
横
浜
市
の
よ
う
に
人
口

３
０
０
万
人
近
い
大
都
市
か
ら
、
小
さ

な
規
模
の
町
ま
で
、
様
々
な
自
治
体
の

様
々
な
部
署
の
職
員
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
業
務
の
中
で
は
難
し
い
面
も

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
住
民
説
明
会
を
開
き
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
小
集
落
の
集

東
日
本
大
震
災
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

～
復
興
支
援
レ
ポ
ー
ト
～

　

本
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
、
昨
年
度
は
職
員
を

被
災
地
に
短
期
派
遣
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
宮
城
県

亘わ
た

理り

郡
山
元
町
に
職
員
を
長
期
派
遣
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
３
月
ま

で
の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
、
６
か
月
間
を
派
遣
期
間
と
し
て
計
２
名

を
派
遣
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
４
月
か
ら
派
遣
し
て
い
る
職

員
が
、
４
か
月
間
業
務
に
従
事
し
た
様
子

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

死　者 630 人（3.8％） 震災前人口 16,702 人
現在の人口 13,967 人

家
屋

全壊家屋 2,217 棟（41.8％）
（うち流出 1,013 棟）

町全棟数 5,310 棟大規模半壊家屋 534 棟（10.1％）
半壊家屋 549 棟（10.3％）
一部損壊 1,138 棟 （21.4％）

浸
水

浸水面積 24㎢（37.2％） 総面積 64.48㎢
浸水域人口 8,990 人（53.8％）
農地 7 割浸水

公
共
施
設
等

役場庁舎 地震により使用不能
小学校 全 5 校中 2 校が 2 階まで浸水し全半壊
ＪＲ 全 2 駅と全路線流出
漁港 唯一の漁港が壊滅

＜山元町の被害状況＞

２階まで浸水した中浜小学校の校庭
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町政のうごきから
会
所
で
開
く
数
十
名
規
模
の
寄
合
か

ら
、
大
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
千
人
以
上

の
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
ま
た
膝
を

交
え
た
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
も
の
か
ら
、

一
字
一
句
書
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ
通
り
に

進
め
る
形
式
張
っ
た
も
の
ま
で
、
各
職

員
が
思
い
描
く
住
民
説
明
会
は
様
々
で

す
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
つ
も
り
で
何
気

な
く
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
意
思
疎
通

が
で
き
て
い
る
つ
も
り
で
も
誤
解
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
気
を
配
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
54
名
の
職
員
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
復
興
業
務
は
膨

大
で
、
人
手
が
不
足
し
今
後
の
見
通
し

が
立
ち
ま
せ
ん
。
い
つ
行
き
詰
る
の
か

と
心
配
し
つ
つ
、
目
先
の
業
務
に
追
わ

れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
山
元
町
の
様
子

　

余
震
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
多

い
日
は
１
日
３
回
く
ら
い
揺
れ
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
で
最
大

の
も
の
は
震
度
４
で
し
た
。
一
人
で
宿

舎
に
い
た
時
で
し
た
の
で
と
て
も
心
細

く
感
じ
ま
し
た
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
は
余
震
に
は
慣
れ
っ

こ
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
職
場

で
緊
急
地
震
速
報
の
ア
ラ
ー
ム
音
が
鳴

る
と
、
緊
迫
し
た
空
気
が
張
り
つ
め
ま

す
。

　

山
元
町
で
は
町
の
４
割
弱
が
水
に
浸

か
り
、
全
家
屋
の
半
数
以
上
が
津
波
で

流
さ
れ
、
一
部
損
壊
を
含
め
る
と
8
割

以
上
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

人
口
１
万
６
７
０
２
人
の
う
ち
６
３
０

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

家
族
や
親
せ
き
を
亡
く
し
た
職
員
も

多
い
よ
う
で
す
。
知
識
の
上
で
の
震
災

で
は
な
く
体
験
と
し
て
の
震
災
は
、
い

く
ら
話
を
聞
い
て
も
写
真
を
見
て
も
、

私
は
そ
の
本
当
の
辛
さ
を
理
解
で
き
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
住
民
は
そ
の
辛

さ
を
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
い
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
生
活
の
再
建
、

産
業
の
立
て
直
し
を
目
指
し
て
町
の
中

は
徐
々
に
復
興
の
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
幹
線
道
路
で
は
、
他
府
県
ナ

ン
バ
ー
の
ダ
ン
プ
カ
ー
や
作
業
車
が

ひ
っ
き
り
な
し
に
通
り
、
あ
ち
こ
ち
で

道
路
や
堤
防
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
が
れ
き
焼
却
場
も
本
格
稼
働

を
始
め
ま
し
た
。
漁
港
は
応
急
修
繕
が

進
み
、
７
月
初
め
、
30
隻
あ
っ
た
漁
船

の
う
ち
よ
う
や
く
２
隻
目
で
す
が
、
漁

船
が
再
建
造
さ
れ
進
水
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
道
路
や
施
設
だ
け
で
な
く
、

生
活
の
再
建
に
つ
い
て
も
復
興
の
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
に
残
さ
れ
た
期
間
は
２
か
月
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
団
地
の
整
備
が

一
日
で
も
早
く
進
む
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
元
町　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

　

山
元
町
は
、
東
西
６
㎞
、
南
北
11
㎞

で
、
新
温
泉
町
の
４
分
の
１
ほ
ど
の
面

積
に
１
万
６
７
０
２
人
（
震
災
前
）
が

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

仙
台
平
野
が
広
が
る
町
の
東
側
で
は

水
稲
や
イ
チ
ゴ
、
丘
陵
地
と
な
っ
て
い

る
西
側
で
は
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で

す
。
住
宅
は
、農
地
の
広
が
り
と
同
様
、

23
の
行
政
区
に
分
か
れ
て
点
在
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
、
町
の
中
心
部
で
あ

る
２
つ
の
駅
周
辺
を
含
め
て
、
７
行
政

区
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

町
で
は
、
再
建
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の

地
域
を
３
つ
の
市
街
地
に
集
約
し
、
機

能
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
駅
を
新
市
街
地
に
移

し
、
駅
前
に
は
商
業
施
設
や
公
共
施
設

を
整
備
し
ま
す
。高
齢
化
が
進
ん
で
も
、

徒
歩
圏
内
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
だ

け
で
な
く
、
福
祉
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
介

護
施
設
を
集
積
す
る
な
ど
、
将
来
の
少

子
高
齢
化
を
見
据
え
て
、
便
利
で
効
率

の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

被災前のＪＲ坂元駅被災後のＪＲ坂元駅。安全な内陸への移転を計画

被災後の坂元地区（中央がＪＲ坂元駅）。ほとんどの建物が津波で流されました。
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

共同汚水処理施設建設
工事 浜坂

建築工事
鉄筋コンクリート造、
地下 1 階、地上 1 階
延べ面積 220㎡

87,150,000  平成 24 年 6 月 20 日～
  平成 25 年 1 月 31 日 株本建設工業㈱

リフレッシュパークゆ
むら送湯管布設替工事 湯 合成樹脂高圧積層管φ 100

延長 76.0m 3,360,000  平成 24 年 6 月 22 日～
  平成 24 年 7 月 31 日 北但設備㈲

浜坂公共建設残土処分
場（第1･2処 分 場）場 内
整地工事

浜坂
整地工　26,000㎥
法面工　１式
排水施設工　延長 540m

19,740,000  平成 24 年 6 月 28 日～
  平成 25 年 3 月 22 日 株本建設工業㈱

一ノ谷農地･道路復旧工
事

（11/343･1014/343）
久斗山

農地面積 0.33ha
農道延長 59m
土工　2,504㎥
仮設工　面積 358㎡

11,970,000  平成 24 年 7 月 4 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 ㈱重機建設水田組

歌長高山線道路改良工
事 高山

施工延長　12m
土工　1 式
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積　面積 64㎡
舗装工　面積 9㎡

3,622,500  平成 24 年 7 月 5 日～
  平成 24 年 9 月 2 日 ㈲山下土建

町道浜坂 30 号線消雪
設備整備工事 浜坂

送水管　延長 74.1m
散水管　延長 95.9m
井戸　1 基
ポンプ　1 台

19,635,000  平成 24 年 7 月 10 日～
  平成 24 年 12 月 6 日 日興建設㈱

（平成 24年 6月 16日～平成 24年 7月 15日契約分）

ふるさと新温泉町を応援ください！

　ふるさと納税制度のご案内

平成 23 年度ふるさと納税の使途 金額（円）
自然環境の保全、景観の維持、再生に関
する事業 95,000

子どもたちの健全育成、健康増進に
関する事業 80,000

但馬牛、松葉がに、ホタルイカ等の
地域特産物の振興に関する事業 75,000

伝統文化の振興に関する事業 60,000

◆寄付の額
　１口５千円を基本として、何口でも受け付けま

す。
◆寄付金の使いみち
①自然環境の保全、景観の維持、再生に関する事業
②子どもたちの健全育成、健康増進に関する事業
③但馬牛、松葉がに、ホタルイカ等の地域特産物

の振興に関する事業
④伝統文化の振興に関する事業
◆個人住民税と所得税の控除　
　寄付金のうち２千円を超える部分について、一

定の限度まで個人住民税と所得税から控除が受
けられます。

　ふるさと納税制度は、新温泉町を応援したいという思いを寄付金という形でお受けするものです。
　これまでから、新温泉町出身の方をはじめ、多くのご協力をいただいています。平成 23 年度の寄
付金は、９件 31 万円でした。
　今年度も引き続き実施しています。ご支援をお待ちしています。

◆申込方法
　電話やファックスでご連絡ください。寄付申

込書などの関係書類をお送りします。
◆問合せ　総務課　管財係
　　℡（0796）82 ‐ 3111　
　　ＦＡＸ  （0796）82 ‐ 3054　
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　清富の白馬公園遊歩道は、一年を通じて様々な
野草が咲き継ぐ魅力的な散歩道です。毎年お盆近
くなると、相応峰寺の金水近く、池のそばの桜の
木の下に、キツネノカミソリ（狐の剃刀）が小さ
な灯のような橙色の花をつけます。
　キツネノカミソリはヒガンバナ科の多年生球根
植物で、ヒガンバナと同じく、花の頃には葉はあ
りません。そのことから、花見ず葉見ずとも呼ば
れています。学名はリコリス・サングイネア。リ
コリスはギリシャ神話の海の女神リコリスの名前
で、その花の美しさから。サングイネアは花の色
が赤い血の色という意味です。日本名もやはり花
の色が狐色であることからで、春に芽出す細長い
葉を剃刀に見立ててキツネノカミソリと名づけら
れたということです。草丈は 30 ｃｍほどで、茎
の先で枝分かれして細長い６枚の橙色の花弁を開
きます。中心から黄色い葯

やく

をつけた６本の雄しべ
が力強く突き出ています。この雄しべが更に花び
らから大きく飛び出しているのはオオキツネノカ
ミソリです。また、この植物は有毒であるため、
人に避けられたせいもあるのでしょうか、地域に
よっては大群落を作っているようです。自生地は
日本と朝鮮半島に限られており、日本では比較的
暖地に近い林

りん

縁
えん

などによく自生しています。
　ちなみに花言葉は、「妖

よう

艶
えん

」ということです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

キツネノカミソリ
　　　（ヒガンバナ科）

 野草散歩（20)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
り
ま
せ
ん
。 

　

委
託
事
業
者
の
「
納
付
督
励
員
」
が

訪
問
し
て
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場

合
、
身
分
証
（
納
付
督
励
員
証
明
証
）

を
提
示
し
、
厚
生
労
働
省
（
日
本
年
金

機
構
）
が
発
行
す
る
納
付
書
を
お
持
ち

の
方
に
限
り
、
保
険
料
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納

付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、
保
険

料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

―
問
合
せ
―　

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

収
納
業
務
を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険

料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ
て
い
る
方
に
対

す
る
「
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
納
付
の
督
促
や
保
険
料
の
収
納
業

務
」
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
を
含
む
豊
岡
年
金
事
務
所

管
内
は
、
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
が
受
託

し
、
督
促
や
収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
委
託
事
業
者
に
は
個
人
情
報
保
護

の
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
民
間
委
託

　
「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
、
従
来
官
公
庁
が
行
っ
て
き
た
事
業

に
お
い
て
民
間
事
業
者
の
参
入
機
会
を

拡
げ
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す

「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

委
託
事
業
者
が
電
話
に
よ
り
納
付
の

ご
案
内
を
行
う
場
合
は
、
お
客
様
の
納

付
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働

省
（
日
本
年
金
機
構
）
が
発
行
す
る
納

付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
銀
行
の
口
座
番
号
を

指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ
り
保
険

料
の
振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
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加藤文太郎
記念図書館

「８月のおすすめの本」
ご案内

尾木ママの子どもの気持ちが「わかる」すごいコツ
尾木直樹 著／日本図書センター

不安定で反抗的な「思春期の子どもとど
う接していいかわからない…。」そんな親
たちへ中・高教員歴 22 年の尾木ママか
らの愛情いっぱいのアドバイス。10代の
子どもたちの気持ちに「共感」すること
からはじめてみませんか。これからの時
代を生き抜く力を一緒に考える一冊。

人生相談比呂美の万事ＯＫ
　伊藤比呂美 著／西日本新聞社

夫婦関係、子どものいじめ、職場の問題、
ママ友トラブル…。尽きることのない女
の悩みを、〈人生の達人〉比呂美さんがま
るごと引き受けてくれます。「こんな悩
みは私だけかも」、「誰にも相談できない」
など、一人で悩みを抱え込んでいる人、
ぜひ、この本を読んでみてください。

決定版　正しい水の飲み方・選び方
　藤田紘一郎 著／海竜社

私たちが毎日飲んでいる水、実は健康維
持・美容・老化防止までコントロールで
きるのです。体に良い水を飲み続けてい
ると、脳梗塞や心筋梗塞をはじめ、ほと
んどの生活習慣病が予防できます。そん
な水の飲み方・選び方についてわかりや
すく紹介しています。

おばけやさん①  これがおばけやさんのしごとです
おかべりか 著／偕成社

「おばけやさん」を知っていますか。おば
けを売っているお店ではありません。お
ばけを貸してくれるのです。おるすばん・
おつかい・子守などちょっとしたお手伝
いから、人間にはできないことまで何で
も引き受けてくれます。さてさて何がお
こるでしょうか？

幸せを売る男
草場一壽 作・平安座資尚 絵／サンマーク出版
ずーと山奥の貧しい村を、「幸せを売
る男」たちが探しています。電柱を立
て、電線を張り巡らして人間らしい「幸
せ！？」な暮らしを売るために。村人た
ちは、男たちの言う「幸せ」を手に入れ
るたびに大切なものを失っていきます
…。今読んでほしいメッセージ絵本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。

 『かかしのじいさん』 他
　◆と 　き　8月25日（土）午後2時～

 『もうすぐどきどき　うんどうかい』 他
　◆と 　き　9月8日（土）午後2時～

子どもシネマの会　　　　  
『キクちゃんとオオカミ』　（45分）
　◆と　き　8月25日（土）午後3時～

休館日のお知らせ　　　　  

【夏休み宿題特設コーナー】
　大好評 !! 夏休みに役立つ本とし
て「自由研究の本」、「読書感想文の
本」「工作の本」のコーナーを設置
しています。貸出、予約とも各コー
ナーごとに一人 2 冊までです。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（8月号） 14

９月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
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矢
田
川
上
流
に
は
鉢
伏
山
（
1221
㍍
）、

赤
倉
山
（
1332
㍍
）、
蘇
武
岳
、
妙
見
山

な
ど
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
々
が
連

な
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
付
近
で
は
ブ
ナ

や
ト
チ
な
ど
高
山
性
の
植
物
が
み
ら
れ

ま
す
。
山
腹
や
山
麓
に
は
地
す
べ
り
に

よ
る
棚
田
な
ど
の
階
段
状
の
地
形
が
発

達
し
て
い
ま
す
。
深
い
谷
に
は
久
須
部

　

鉢
伏
山
エ
リ
ア

H24（2012）.8.9

広報しんおんせん（8月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　
　

　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 27

渓
谷
や
吉
滝
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
自
然
散
策
、

冬
に
は
ニ
ュ
ー
お
じ
ろ
や
奥
ハ
チ
な
ど

で
ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
地
域
で
す
。
付

近
に
は
但
馬
高
原
植
物
園
や
木
の
殿

堂
、
猿
尾
滝
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
起
伏

に
と
ん
だ
山
間
地
を
散
策
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
香
美
町
の
鉢
伏
山
エ
リ
ア
で
す
。
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

鉢伏山と急峻な奥ハチの景観

裏見の滝で知られる吉滝

貫田の棚田

　
　
　
　
　

 

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

請
求
画
面
が
消
え
な
い
!?

◆
Ｂ
さ
ん
（
20
歳
代
）
男
性

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
し
、
興
味

本
位
で
友
人
か
ら
勧
め
ら
れ
た
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
を
検
索
し
た
。
見
た
い
動
画

を
選
択
し
た
と
こ
ろ
「
18
歳
以
上
で
す

か
」
の
問
い
に
「
は
い
」
の
ボ
タ
ン
を

押
し
た
。
突
然
『
登
録
完
了
さ
れ
ま
し

た
。
早
急
に
、
９
万
９
千
８
百
円
を
支

払
う
よ
う
に
』
と
画
面
が
現
れ
た
。
電

源
を
切
り
再
起
動
し
て
も
請
求
画
面
が

消
え
な
い
。　

　

支
払
わ
な
い
と
画

面
は
消
え
な
い
と
書

い
て
あ
る
が
、連
絡
し
た
方
が
よ
い
か
。

◆
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
!!　

　

連
絡
す
る
こ
と
で
、
電
話
番
号
が
知

ら
れ
新
た
な
請
求
に
つ
な
が
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
は
、
有
料
で

あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
注
文
後
に
取
消

し
や
訂
正
が
で
き
る
画
面
を
表
示
し
な

け
れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。

　

年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
押
し
た
だ
け
で

は
契
約
は
成
立
し
て
お
ら
ず
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
請
求
画
面
を
消
す
に
は
？

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
携
帯
電
話
よ
り

大
容
量
の
通
信
が
可
能
な
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
向
け
サ
イ
ト
の
閲
覧
や
、
各
種
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
請
求
画
面
が
貼
り
つ
き
、
消
え
な
い

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
ま
す
。

　

請
求
画
面
を
消
す
た
め
に
は
、
初
期

設
定
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分

で
削
除
出
来
な
い
場
合
は
、
有
料
に
な

り
ま
す
が
携
帯
電
話
の
販
売
店
や
電
話

会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆
必
ず
確
認
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
利
用

す
る
場
合
は
利
用
規
約
を
読
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 7 月 23 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 総合職 27 以下 190

総合職 25 以下 167
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 215
看護補助 不問 133 ～ 138

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40以下 160 ～ 200
㈱隆栄水産 ウェイター　

ウェイトレス 不問 130 ～ 170
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126
たじま農業協同組合 ケアマネージャー 不問 193

介護支援業務 不問 193 ～ 228
浜坂町漁業協同組合 観光船運航管理 不問 180
㈱北近畿クボタ 営業 35以下 168 ～ 225
㈲山本工務店 型枠大工 不問 176 ～ 220

㈱マルワ渡辺水産
事務員 40以下 180 ～ 220
支配人 不問 250 ～ 400
鮮魚業務 不問 132 ～ 158

乙野運送㈱ 運転手 不問 157 ～ 320
㈱ヤマグチ 事務職 不問 150 ～ 160
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40以下 127 ～ 134
今木建築 大工 不問 130 ～ 396

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 140
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40以下 135 ～ 170
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35以下 137 ～ 200
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 135
㈱西沢製作所 現場事務補助 不問 131
㈱温泉町夢公社 調理師・調理見習 不問 140 ～ 160
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169 ～ 289

事務職 64以下 129 ～ 146
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 128 ～ 144

㈱寿荘 事務職 59以下 132
客室係 不問 198 ～ 242

㈱たむら 接客・厨房 不問 140 ～ 250
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167 ～ 195

㈱光商会 スタンド業務 不問 125 ～ 172
スタンド業務 不問 132 ～ 176

富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150 ～ 175
ケービックス㈱ 現場業務リーダー 不問 170 ～ 230
全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184

（医社）古澤クリニック 介護員 45以下 138 ～ 155

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
㈱ナカケー 調理業務 不問 750 ～ 950

接客業務 不問 750 ～ 950
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 750 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

㈱メフォス 病院給食
調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

北兵庫代行 運転手 不問 750
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40 以下 750 ～ 850
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚業務 不問 750 ～ 900
NPO 法人にーず 訪問介護員 不問 800 ～ 900
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800 ～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱儀式共済センター　代
理店  ヴェルージュ美方

営業・サ
ービス 不問 800

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
管理サービス 不問 850
朝食係 不問 850
客室係 不問 1,185

湯快リゾート㈱
レストラン業務 不問 800 ～ 1,000
フロント業務 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 770
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 850
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客 不問 750

全
共
県
代
表
牛
が
決
定

　

10
月
に
長
崎
県
で
開
か
れ
る
第
10
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
（
全
共
）
に
出
場
す

る
兵
庫
県
代
表
牛
を
決
め
る
最
終
予
選
会

（
種
牛
の
部
）
が
、
７
月
20
日
、
篠
山
市

の
篠
山
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
飯
野
の

中
井
幸
夫
さ
ん
の
牛
が
若
雄
牛
の
県
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
各
地
区

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
種
牛
33
頭
が
出
品
さ

れ
、
11
頭
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

全
共
は
、
５
年
に
１
度
、
全
国
の
優
秀

な
和
牛
を
一
堂
に
集
め
て
優
劣
を
競
う
大

会
で
、
各
都
道
府
県
の
代
表
牛
約
５
百
頭

が
出
場
し
ま
す
。
中
井
さ
ん
は
「
優
秀
な

成
績
を
収
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
こ
の

機
会
に
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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農
業
委
員
会
で
は
、
大
切
な
食
を
作

る
農
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
農
地
法
・

農
業
委
員
会
法
等
に
基
づ
い
て
研
さ
ん

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
福
井
県
農
業
試
験
場
で
稲

作
安
全
生
産
の
一
端
を
研
修
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
深
い
品

種
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は
越
の
国
に

光
輝
く
よ
う
に
と
命
名

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
昭
和
31
年
福
井
県

農
業
試
験
場
で
誕
生
。
名
前
は
、
越こ
し

の

国
に
光
り
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
命
名
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
味
は
皆
さ
ん
ご
承
知

の
と
お
り
「
美
味
し
い
」
の
一
言
に
尽

き
ま
す
。

　

現
在
で
は
全
国
各
地
で
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
生
ま

れ
た
品
種
（
子
孫
）
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
贈
っ
て
喜

ば
れ
、
作
る
楽

し
さ
の
あ
る
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
今

年
の
生
育
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。難

点
は
、
倒
伏
に
弱
く
、　　

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
危
惧
！

　

地
球
温
暖
化
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培

地
域
が
北
上
し
つ
つ
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
温
に
な
る
と
登
熟
に
よ

り
品
質
劣
化
が
多
く
み
ら
れ
る
な
ど
栽

培
条
件
が
悪
化
す
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

で
な
く
て
も
倒
伏
し
や
す
く
、
難
し
い

コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
を
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
施
肥
調
整
、
溝
切
り
、
水
管
理
な

ど
栽
培
技
術
を
駆
使
し
奮
闘
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
ブ
ラ
ン
ド
米
誕
生
！　

そ
の
名
も〝
あ
き
さ
か
り
〟

　

現
在
、
福
井
県
で
一
番
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
米
が
「
あ
き
さ
か
り
」
で
す
。
あ

き
さ
か
り
は
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
同
様
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
子
孫
の
一
つ
で
最
大
の

特
徴
は
収
穫
期
が
遅
い
こ
と
で
す
。
比

較
的
収
穫
期
が
遅
い
と
さ
れ
て
い
る
コ

シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
さ
ら
に
１
週
間
～
10

日
程
度
後
に
収
穫
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
収
穫
時
期
の
遅
い
品
種
は
、
収
穫
作

業
の
集
中
を
回
避
で
き
、
効
率
的
な
作

業
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
試
験
場
で

研
究
、
改
良
さ
れ
、「
あ
き
さ
か
り
」

が
誕
生
し
、
平
成
21
年
福
井
県
の
奨
励

品
種
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
は
収

穫
期
の
「
秋
」、
人
々
が
こ
の
品
種
の

魅
力
に
満
足
し
、
更
に
こ
の
品
種
が
長

く
愛
さ
れ
「
繁
栄
」
す
る
こ
と
を
願
っ

て
の
命
名
で
す
。

　

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
イ
ネ
の

草
丈
が
低
い
こ
と
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り

も
約
20
㌢
程
度
低
い
の
で
倒
伏
に
も
強

く
、
低
い
か
ら
と
い
っ
て
穂
数
は
劣
ら

ず
７
％
も
多
収
と
の
素
晴
ら
し
い
調
査

結
果
で
す
。
ま
た
、
高
温
に
な
る
と
登

熟
に
よ
り
品
質
劣
化
が
多
く
見
ら
れ
る

水
稲
も
少
な
く
な
い
中
で
、
あ
き
さ
か

り
は
高
温
に
強
く
、
登
熟
に
よ
る
品
質

劣
化
が
少
な
い
品
種
で
す
。

あ
き
さ
か
り
の「
良
さ
」

　

①
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
晩
生
で
あ

る
。
②
短
稗
で
倒
伏
し
に
く
い
。
③
多

収
で
あ
る
。
④
外
観
品
質
が
良
く
、
高

湿
登
熟
で
も
品
質
が
落
ち
に
く
い
。
⑤

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
良

食
味
で
あ
る
（
ね
ば
り
・
外
観
・
旨
み

に
優
れ
る
）。
⑥
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含

量
は
低
め
で
、炊
飯
米
の
光
沢
が
あ
る
。

※
あ
き
さ
か
り
に
関
す
る
資
料
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

※
本
町
は
、
米
作
り
が
基
幹
作
物
で
あ

り
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
で
環

境
に
や
さ
し
い
安
全
・
安
心
な
良
食

味
米
の
生
産
に
向
け
て
、「
農
業
委

員
会
」も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

  
農
業
委
員
会
管
外
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
　
　

“「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
次
は
「
あ
き
さ
か
り
」
か
”

福井県農業試験場

あきさかり試験圃場
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７月２日から 10 日までの９日間、夢が丘中学校との
交流を進めているニュージーランドのマウント・ハット・
カレッジの学生７人と先生３人が本町を訪れ、授業交流
会やホームステイ、町内視察などを行い、町民との交流
や日本文化の体験を行いました。

７月３日には、夢が丘中学校体育館に全校生が集まり
歓迎セレモニーが行われました。また、この日は３年生
との交流の授業があり、新聞を使ったエコバック作りや
折り紙を使った折り鶴、紙風船作りを体験しました。

まちの期待の星　就職者激励会

浜坂の熱気最高潮 川下祭り
　但馬三大祭りの一つ川下祭りが７月 14 日から 16 日
の３日間、浜坂地域で盛大に行われました。
　15 日の本祭では、宇都野神社を出発した麒麟獅子が
町内巡行の先導として家々で舞い、続いて、船や鉾、神
輿などが威勢のいい掛け声とともに町内を練り歩きまし
た。夕方には浜坂県民サンビーチに設置された御旅所に
到着し、多くの見物客が見守る中、麒麟獅子が「橘の舞」
を奉納し家内安全を祈願しました。同日夜には、3500
発の花火が夜空に打ち上げられ、祭りに華を添えました。

　７月９日、「2012 コリドー 21（因但県境自治体会議）
サミット」が開催され、本町と香美町、鳥取市、岩美町、
八頭町、若桜町の１市５町の首長と議長が山陰海岸ジオ
パーク館に集まり、本年度の事業計画についての協議や
エネルギー施策について意見交換を行いました。
　意見交換で、岡本町長は「この地域は起伏に富んだ地
形であり、沿岸部、山間部それぞれの地域に合った自然
エネルギーの可能性があるので、計画的に進めていかな
ければならない。」と参加者に提言しました。

２０１２コリドー２１サミット

H24（2012）.8.9

広報しんおんせん（8月号）

ニュージーランド学生ホームステイ

　６月 26 日、商工会館本所で「新規学卒者・Ｕターン
就職者激励会」が開催されました。地元で夢と希望を持っ
て働き、地域の担い手として活躍することを目的に行っ
ているもので、20 人の新社会人が参加しました。
　激励会では、「フレッシュマンに贈るコミュニケーショ
ンマナー」と題して、八百谷和子さん（鳥取市）の講演
が行われ、参加者は実務に生かすことのできるコミュニ
ケーションのコツなどを学びました。その後、フリートー
クで、仕事について情報交換を行い交流を深めました。
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（8月号）

色の変化に感動 ! 草木染め教室

荒湯天狗まつり

但馬杜氏記念碑除幕式

　住民と一体となった手作りのイベントを開催すること
で、地域商業の振興と魅力あるまちづくりを目的に、湯村
温泉商店街振興会（西村一彦会長）が開催しているもので、
ポケットパークの特設ステージでは様々なアトラクション
が行われ、また温泉街には地元企業などによる多くの夜店
が並び、地元住民や観光客で賑わいました。

７月 21 日、湯村温泉街で
「第 20 回荒湯天狗まつり」
が開催されました。

　７月 28 日、浜坂の清水町と老松町の商店街で「第１
回いきいき浜坂納涼祭」が開催されました。地域の活性
化を目的に新たに企画したもので、訪れた人々は様々な
イベントや買い物を楽しみました。
　商店街には、商店や住民の手作りによる夜店が並び、
その通りを子供神輿や浜坂高等学校の生徒による麒麟獅
子舞が練り歩きました。また、特設ステージでは、子供
ダンスとバンド演奏があり、多くの人の輪ができるなど、
祭りは夜まで賑わいました。

いきいき浜坂納涼祭

　７月 29 日、上山高原ふるさと館で草木染め教室（主
催：八田コミュニティセンター）が開催されました。姫
路市在住で草木染織工房「野の草」を主宰する木村才子
さんを講師に迎え、20 人の参加者はシルクなどのスカー
フを手作業で染め上げました。
　昨年に続き２回目となる教室で、今年は藍染めに加え、
講師が用意した天然素材の染料でピンクやグリーンに染
め上げました。参加者は、空気やアルミなどの媒染剤と
反応して変化する色を見て歓声を上げていました。

　７月 26 日、薬師湯前の交流広場に但馬杜氏記念碑が
建立され、但馬杜氏組合（田中博和組合長）の組合員や
来賓が出席して、除幕式が行われました。
　この記念碑は、同組合発足以来、昨年で 100 年を迎え、
但馬杜氏の功績をしのぶとともに、技と心を後世に伝え
ていく目的で同組合に記念碑建立委員会を組織して準備
を進め、このたび、本町のほか香美町の村岡ファームガー
デンにも設置されました。記念碑には、井戸敏三県知事
が揮

き

毫
ごう

した「但馬杜氏の郷」の文字が刻まれています。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.8.9

ご
案
内

広報しんおんせん（8月号）

浜
坂
先
人
記
念
館

中
谷
照
行
写
真
展　
　

　
　
　
　
『
但
馬
山
花
』

▼
と
き　

８
月
18
日
（
土
）
～
９
月
５

日
（
水
）
※
毎
週
木
曜
休
館

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
内
容　

日
本
山
岳
写
真
協
会
会
員
の

中
谷
照
行
さ
ん
（
豊
岡
市
日
高
町
）

が
氷
ノ
山
、
鉢
伏
山
、
扇
ノ
山
な
ど

で
撮
影
し
た
写
真
、
約
90
点
を
展
示

開
館
20
周
年
記
念
事
業

　

特
別
企
画
展
「
あ
の
頃
、
あ
の
時
、

新
聞
で
振
り
返
る
〝
ま
ち
〟
の
足
あ
と
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
ご
来
館
の
際
は
、
７
月
12
日
発
行
の

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
に
掲
載
の
無
料

入
館
券
（
有
効
期
限
：
８
月
15
日
ま

で
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

平
成
25
年
新
温
泉
町 　

　
　

ふ
る
さ
と
の
成
人
式

　

平
成
25
年
成
人
式
を
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
写

ふ
る
さ
と
の
成
人
式　

実
行
委
員
会
委
員
募
集

　

成
人
式
を
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
内
容　

10
月
～
平
成
25
年
１
月
の
間

に
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催

▼
対
象　

平
成
25
年
成
人
式
参
加
対
象

の
方
・
成
人
式
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

い
う
意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
方

▼
応
募
期
限　

９
月
28
日
（
金
）

―
問
合
せ
―　

社
会
教
育
課

　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

E-m
ail  syakai@tow

n.shinonsen.lg.jp

真
撮
影
な
ど

▼
対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
本
町

に
住
所
の
あ
る
方
・
本
町
出
身
の
方

▼
案
内
状
の
送
付
に
つ
い
て　

平
成
24

年
10
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

を
も
と
に
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

　
　

町
外
に
住
所

異
動
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
社

会
教
育
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。

　八田コミュニティセンター

田渕美幸 漆喰コテ押え作品展
　丹土の田渕美幸さんが熟練のコテ塗り技術を
用いて、漆喰で松竹梅などの絵柄を表した「縁
起物額」や「家紋額」、「文字額」などの重厚な
作品を展示します。

◆と　き　８月 28日（火）～９月 9日（日）

　　　　　午前９時～午後４時 30分

　　　　　（最終日は午後４時まで）

　　　　　※毎週月曜日休館（祝日の場合は翌日）

◆ところ　八田コミュニティセンター

◆内　容　作品約 30点を展示

◆入場料　無料

◆問合せ　八田コミュニティセンター

　　　　　℡９３－０８８８
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お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

８
月
は「
夏
季
献
血
推
進
強
調
月
間
」

で
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ

て
血
液
は
〝
命
の
き
ず
な
〟
で
す
。

　

夏
季
は
献
血
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

少
な
く
な
る
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
21
日
（
火
）

　

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

・
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象　

18
～
69
歳
の
方（
４
０
０
㎖
）

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
観
察
参
加
者
募
集

▼
と
き　

８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▼
集
合
場
所

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

▼
体
験
・
見
ど
こ
ろ　

ウ
ミ
ホ
タ
ル
の

捕
獲
と
観
察
、
ワ
カ
メ
養
殖
の
報
告

▼
申
込
期
限　

８
月
14
日
（
火
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局（
商
工
観
光
課　

観
光
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

「
み
や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
」創
刊
と

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

　

宮
城
県
で
は
、
県
外
に
避
難
さ
れ
て

い
る
被
災
者
の
早
期
帰
還
に
向
け
て
、

宮
城
県
の
復
興
状
況
や
被
災
者
支
援
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、「
み
や
ぎ

復
興
プ
レ
ス
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
み
や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
」
は
、

多
く
の
被
災
者
に
情
報
発
信
で
き
る
よ

う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
配
信
も
開

始
し
ま
し
た
の
で
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
み
や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
」
は
、
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
閲
覧
・

登
録
で
き
ま
す
。
な
お
、
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
登
録
に
関
す
る
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
「
み
や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
」
の
閲
覧

　

http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp/

　
　
　

fukusui/honbu/press.htm

▼
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録

　
http://w

w
w

.m
ag2.com

/
　
　
　
　
　

m
/0001553835.htm

l
▼
問
合
せ　

宮
城
県
震
災
復
興
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
興
推
進
班

　

℡
（
０
２
２
）
２
１
１
‐
２
４
０
８

　

広報しんおんせん（8月号）

H24（2012）.8.9

地
区
人
権
学
習
会
に　

　
　

   
参
加
し
ま
し
ょ
う

▼
テ
ー
マ　

共
生
社
会
と
人
権
～
つ
な

が
り
・
さ
さ
え
あ
う　

わ
た
し
た
ち

の
ま
ち
～

▼
内
容　

人
権
啓
発
ド
ラ
マ
「
桃
香
の

自
由
帳
」
の
視
聴
と
講
話

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

　

時
間
は
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

▼
問
合
せ

　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

地　区 月　日 会　場
久斗山 8月10日（金）久斗山コミュニティセンター
久　斗 11日（土）浜坂東小学校ミーティングルーム
赤　崎 18日（土）赤崎地区公民館
浜　坂 22日（水）文化会館２階大会議室
三　尾 23日（木）御火浦集会所
諸　寄 25日（土）諸寄基幹集落センター
大　庭 29日（水）浜坂南小学校２階ふれあいルーム

※都合の良い会場にお出かけください。
※温泉地域では、各ふれあい・子育て学級で人権学習会を

開催します。

８月は「道路ふれあい月間」です
　道路はみんなのものです。ルールを守って
広く、正しく使いましょう。
　ごみ、空き缶のポイ捨て、無断の貼り紙、
はみ出し看板の設置はやめましょう。

－国土交通省・兵庫県県土整備部・新温泉町－

募　

集
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
丸
の
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

高
丸
の
滝
は
地
元
で
も
一
部
の
人
に

し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
無
名
の
滝
で
し

た
が
、
遊
歩
道
の
整
備
と
と
も
に
「
高

丸
の
滝
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

▼
と
き　

９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

※
少
雨
決
行

▼
と
こ
ろ　

青
下
地
区

　

※
集
合
は
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人　
　

１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

８
０
０
円

▼
定
員　

先
着
30
名

▼
持
ち
物　

弁
当
、
雨
具
、
長
靴

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

　

兵
庫
県
で
は
、
植
樹
や
芝
生
化
な
ど

の
緑
化
活
動
に
最
大
４
０
０
万
円
ま
で

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
県
民

ま
ち
な
み
緑
化
事
業
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
補
助
対
象　

自
治

会
・
緑
化
団
体
な

ど
の
住
民
団
体
や

土
地
所
有
者
な
ど

が
行
う
、
公
園
・

広
場
・
空
地
・
学
校
・
幼
稚
園
な
ど

の
植
樹
や
芝
生
化
、
駐
車
場
の
芝
生

化
、
建
築
物
の
屋
上
・
壁
面
緑
化
な

ど
▼
補
助
対
象
地
域　

緑
豊
か
な
地
域
環

境
の
形
成
に
関
す
る
条
例
の
「
ま
ち

の
区
域
」
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
（
学
校
の
校
庭
、
幼
稚
園
・
保

育
園
の
園
庭
の
芝
生
化
は
県
下
全
域

が
対
象
）。

▼
募
集
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

▼
問
合
せ

▪
役
場
建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

▪
但
馬
県
民
局  

ま
ち
づ
く
り
建
築
第
１
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
５
６

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
県
民
ま
ち
な
み
緑

化
」
で
検
索

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
半
世
紀
余
り
が
経
ち
、
戦
争
体
験
者
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
世
代
が
人
口
の
大
半
を
占
め
、
戦
争
は
遠
い
過
去
の
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
先
の
大
戦
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
実
を

憂
い
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
「
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
尊
い
犠
牲
を
未
来
に
生
か

す
」
と
い
う
精
神
か
ら
、
平
成
18
年
10
月
１
日
に
、
新
た
に
新
温
泉
町
恒
久
平
和
の

町
宣
言
を
定
め
、
毎
年
、
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
関
連
事
業
と
し
て
、
次
の
と
お
り
平
和
祈
念
作
文
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　
　

町
内
在
住
の
方

▼
作
文
の
内
容

　

・
戦
争
体
験
談
を
も
と
に
し
た
作
文

　

・
歴
史
学
習
の
中
か
ら
の
作
文

 

・
現
在
の
世
界
情
勢
を
も
と
に
し
た

作
文

　

・
そ
の
他
「
平
和
」
に
関
す
る
作
文

▼
部
門

　

・
一
般
の
部

　
　

原
稿
用
紙
５
枚
以
内
（
２
千
字
）

※
小
中
学
生
、
高
校
生
は
学
校
を
通

じ
て
募
集
（
10
月
上
旬
）

▼
募
集
期
間　

８
月
９
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
24
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

次
の
応
募
先
に
郵
送
か

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
ま
た
は
持
参

▼
賞
品
等

　

優
秀
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

▼
審
査
委
員

　

町
内
有
識
者
等
３
名
程
度

▼
作
文
の
発
表

　

優
秀
者
は
祈
念
式
で
作
品
を
発
表

▼
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式

▪
と
き　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
応
募
・
問
合
せ
先

　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　

新
温
泉
町
役
場　

福
祉
課
福
祉
係

　

℡ 

82
‐
５
６
２
０

　

ＦＡＸ 

82
‐
２
９
７
０

   

～
戦
没
者
を
追
悼
し
恒
久
平
和
を
求
め
て
～

  『
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
』

　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
祈
念
作
文
の
募
集
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試　

験

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

特
別
組
み
木
教
室　
　

　

五
段
飾
り
ひ
な
人
形

　

五
段
飾
り
ひ
な
人
形
（
ひ
な
壇
、
収

納
受
台
付
き
）
を
、
半
日
４
回
で
製
作

し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
２
日（
日
）、15
日（
土
）、

29
日
（
土
）、
10
月
14
日
（
日
）

　

時
間
は
、
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂　

工
作
室

▼
講
師　

木
の
殿
堂
組
み
木
指
導
員

▼
募
集
人
数　

14
名

　
　
　
　
　
　
（
組
み
木
経
験
者
の
方
）

▼
参
加
費　

２
５
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習

▼
試
験

▪
と
き　

11
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

流
通
科
学
大
学

　

神
戸
市
西
区
学
園
西
町
３
丁
目
１
番

▪
手
数
料　

６
０
０
０
円

▼
受
験
講
習

▪
と
き　

10
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館
中
会
議
室

▪
手
数
料　

８
５
０
０
円

▼
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
13
日
（
月
）
～
８
月
24
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
期
間

　

８
月
20
日
（
月
）
～
８
月
24
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　

役
場
上
下
水
道
課

▼
問
合
せ

▪
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り

技
術
セ
ン
タ
ー　

下
水
道
事
業
部

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
１
２
０
５

▪
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
82
‐
３
１
１
４

但
馬
長
寿
の
郷　
　
　

　

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

▼
募
集
人
員　

地
域
ケ
ア
推
進
員
２
名

▼
勤
務
内
容
等

▪
雇
用
期
間

　

10
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日（
日
）

▪
勤
務
日　

週
４
日

▪
休
日　

金
土
日
・
祝
日

▪
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

▪
必
要
な
資
格　

理
学
療
法
士
免
許
ま

た
は
作
業
療
法
士
免
許
、
普
通
自
動

車
運
転
免
許

　

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
業
務
内
容

①
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
出
向

き
、
介
護
職
員
に
研
修
を
行
う
。

②
郷
内
の
福
祉
用
具
展
示
場
に
お
い

て
相
談
業
務
等
に
従
事
す
る
。

▪
給
与　

月
額
16
万
８
７
５
円

▪
通
勤
手
当　

県
の
規
定
に
よ
り
支
給

▼
申
込
方
法
等

▪
申
込
方
法　

履
歴
書
（
１
通
）
を
但

馬
長
寿
の
郷
に
郵
送
ま
た
は
持
参

▪
募
集
期
間

　

７
月
24
日
（
火
）
～
９
月
15
日
（
土
）

▪
試
験
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

▪
結
果
通
知　

試
験
実
施
後
３
日
以
内

に
電
話
と
文
書
で
通
知

▪
面
接
日
時　

申
込
後
に
連
絡

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
但
馬
長
寿
の
郷

地
域
ケ
ア
課

　

〒
６
６
９
‐
０
０
４
４

　

養
父
市
八
鹿
町
国
木
５
９
４
‐
10

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６
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8 月号
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住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.8.9

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　8月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,462 人 （＋   7）

　男 7,825 人 （＋ 17）

　女 8,637 人 （－ 10）

世帯数 5,890 世帯 （＋   8）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

6 月 16 日～ 7 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

個人住民税・個人事業税納期
8 月 31 日（金）

　  個人事業税は、所得税や住民税とは別に
　個人で事業を行う方にかかる税です。　　               

　 個人住民税は、県民税と町民税を町が課税
     し、 徴収する税です。      　　　　　　　　　
        ～口座振替をご利用の方は、　　　　　　

　残額のご確認をお願いします～
 兵庫県・新温泉町


